
１．球雷とは

球雷とは，空中を発光体が浮遊するという自然現

象，あるいはその発光体のことをいう．赤から黄色の

暖色系の光を放つものが多く，白色や青色，色の変化

するもの，金属光沢のような色や，黒色のものが目撃

されている．大きさは10～30cmの目撃が多いが，中

には1mを超えるものも目撃されている（中谷，

1939；畠山，1974)．これまで高い電圧下でプラズマ

が球雷と同じ挙動を示すことが実験的に示されたり

（Ofuruton et  al., 2001)，国際球雷シンポジウム

（International Symposium on Ball Lightning：

ISBL）が開催されたり，ロシア人による総合報告

（http://www.astronet.ru:8101/db/msg/11694916/6

1.htm)，物理的解釈を試みた解説書（スミノルフほ

か，1994）なども出てはいるが，個人的にはその実在

については疑心暗鬼であった．しかし，雷の専門家で

ある防衛庁の道本氏から目撃談を直接伺った以降は

（道本，1997)，実在現象であると信じるようになった

が，自分で目撃したことは無かった．

今回，著者の１人（南雲）が，札幌の自宅で球雷を

目撃したので，記憶が鮮明なうちにレポートを作成し

た．以下はその紹介である．なお，川野・大谷

（1929）の記述は今回の目撃とかなり良く一致するが，

偏見を避けるために，文献を読む前に目撃者から情報

を聞き出した．

２．目撃経過

球雷を目撃した2006年７月17日12時半頃，付近では

発雷が絶えず見られ，落雷の音響もかなり大きくなっ

てきていた．ただし，目撃時には現場（札幌市南区澄

川）近くに落雷は無く，風も弱く，雨も降ってはおら

ず路面は乾いていた．

(1)目撃者が室内にいると，何もない空間から

「ブーン」というブラウン管テレビに電源を入

れたときのような音が聞こえた．

(2)その直後，まばゆい光を室内で感じた．

(3)急いで（１～２分後）庭に出ると，再び何もな

い空間から「ブーン」という（1）と同様な音

が聞こえた（１秒程度)．

(4)音の聞こえた方を見ると，白く輝く直径約30

cmの光球が，地上から約1～2mの高さに浮

かんでいた．目撃者と球雷との距離は1m余

り．見た時間は１秒程度であった（第１図)．

(5)「バチッ」という音とともに，光球の中心に長

さ数cmの橙色の火花が走り，黒の筋も見えた

（第２図)．

(6)その直後，周囲一体が雷光時のように一瞬輝

き，同時に光球は消えたが，目に残像が残らな

かった．

(7)直後に強い雨が降り始めた．

(3）から（6）までの経過時間は全体でも１秒程度

と非常に短時間であった．空中に浮いていたが，動く

様子は見られなかった．光球の表面はぼんやりとして

いたが，グラデーションはなく，透けて先が見えるこ

ともなく，かなり輪郭ははっきりしていた．格別臭い

はしなかった．目撃直後は屋内に避難し，その後しば

らくして発生場所を調べてみたが，明らかにそれと分

かる痕跡は残っていなかった．

３．後日談

1929年の「気象集誌」を読んでみたところ，著者の

お一人が大谷東平氏であったり，同ページに掲載され

た記事の著者の苗字が著者の１人と同姓であるなど，

２度驚きでした．ところで，上記のような目撃談を濱

崎札幌管区気象台長にお話したところ，乗っていた飛

行機に落雷した際，球雷を目撃されていたことが分か

りました．以下はその概要です．

「平成15年３月１日の午後，JAC（日本エアコ
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ミュータ）社のMD-9型ジェットで徳之島空港から

鹿児島空港に向かった．座席は前方右２列目の３人

シートの真ん中で，左右に同僚２名が座っていた．離

陸後，雲中をかなり揺れながら上昇中に，突然ドーン

という音響とともに，前席の仕切り板あたり，頭の上

くらいの高さで，瞬間パツとオレンジ色の球体が輝く

のを３名共目撃した．にもかかわらず，前席の３名が

気づいた様子はなし．大きさは，直径１メートルは無

かった．臭い，熱，痛みも何も感じなかった．」

「雷の科学」の文中には， この事件のほか球雷に出

会ったという記録は，日本国内あるいは東京付近でも

いくつもある．それらを集録して雑誌に出した報告も

ある．」と書かれています．残念ながらその雑誌の現

物をみたことはありませんので，ご存知の方はご教示

願います．また，球雷の研究はなぜかロシアで活発で

すが，球雷はやはり実在するようです．半世紀以上も

前から中谷宇吉郎（というか寺田寅彦）も強調してい

ますが，自然界における球状プラズマ（？）の存在

は，自然にはまだまだ未知の現象があることを確信さ

せるものです．このような体験・目撃をされた方は，

ぜひ情報をお寄せ願います．
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第１図 目撃した場所の実際の画像に，気付いた
瞬間の光球を再現した絵（点線で囲った
箇所）を重ねた．

第２図 「バチッ」という音とともに光球の内部
に見られた短い放電を再現した絵．実際
にはもっとはっきりと眩しく輝いてい
た．
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